
街なかの居住者、活動者、有識者等で平成22年に組織した「佐賀市街なか再生会議」では、

街なかに賑わいを取り戻すための取組みとして、コンテナを使った図書館と広場を設置することで、

街なかにたくさんの人々を呼び込む社会実験「わいわい!!コンテナ」を実施。イメージは車が入らず

子どもが安全に遊べる“原っぱ”づくりにあったといいます。 

 

実施にあたっては、再生会議のメンバー（一級建築士事務所）が具体的な内容を提案し、大

学や委員との役割分担で社会実験を実施。 

 
 コンテナ図書館には、国内外から厳選して集めた雑誌や、絵本、マンガがあります。外には、松原

川に面した心地よいテラスや、皆さんのアイデアで自由に使える芝生広場があります。小さな子ど

も達からお年寄りの方々まで、世代を超えて楽しめるようにしました。 

 
社会実験は好評で場所を移して「わいわい!!コンテナ２」を実施。これまでの図書館のほか、チャ
レンジショップの出店やギャラリーとしての利用もできる「チャレンジコンテナ」を設置。 
 

集客は年々増え、エリアの価値も高まり、コンテナによる賑わいばかりでなくエリア内の空き店舗の

貸出、道路空間を活用したマルシェなど、取り組みが広がりつつあります。 

（資料：「sagaわいわい!!コンテナ２」ホームページ「rerererenovation」ホームページなどから作成） 

街なかで誰もが自由に楽しむことができる「空き地リビング」～「わいわい!!コンテナ２」 
（佐賀県佐賀市） 

◆「わいわい!!コンテナ２」事業概要 
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中標津町内の牧場経営オーナーと不動産賃貸業の２組

が協同して中心街にある空き店舗をゲストハウス

“ushiyado”に改装、2018年にオープン。 

 

ゲストハウスのテーマは“牛”。牛がのんびり暮らす大きな牛

舎をモチーフにした空間をつくり、バターづくり体験や牧場

散策など、牛に関する様々なアクティビティを施設内のラウ

ンジや施設外で展開。雄大な牧場がいくつも広がる中標

津で、牛の魅力を伝え、牛と新しい関係が生まれる宿を

目指しています。 

 
 
 また、牛以外にも地域と親しむアクティビティを展開 
  ～スノーシュー・モニターツアーや自転車レンタル等。 
 
定期的にイベントが開かれ、多くの人でにぎわっている。 

 町全体を宿に見立てた“まち宿”～“ushiyado” 
（北海道中標津町） 

３ （資料：ushiyadoホームページ、中標津観光協会等から作成） 



専門店街が立ち並ぶ康生エリアのまちづくりに取り組む

「まちづくり岡崎」では、そぞろ歩きが楽しい活気のある通

りにしたいという想いから、2018年の11月に、歩道や軒

下、駐車場などの空間を活用する社会実験「グッとくる

わ社会実験」を実施しました。 

 

社会実験では、以下の２項目を検証しました。 

 １）「まち歩きが楽しい街」に向けた軒下利用や車道等 

    道路空間活用 

 ２）「魅力ある来やすいまち」になるよう、街や通りにとって 

    駐車場のあるべき姿を模索 

 

実施にあたっては道路空間の利用における規制を一時

的に緩和。人が歩くスペースは確保した上で、歩道の一

部に商品を陳列したり、ベンチを設置するなどの取り組み

を行い、魅力的なまちのあり方を探りました。 

 

約300mある康生通りの歩道には、「まちの縁側」として

ベンチなどの休憩スペースも点在。ここで食べたり飲んだり、

ちょっと腰を下ろして休んだりしながら、いつもよりゆっくり

滞在し、にぎやかな康生通りを眺めている人々の姿があ

りました。 

 歩くのが楽しい康生通りを目指して～新たな道路空間の活用を考える「グッとくるわ社会実験」 
（愛知県岡崎市） 

４ （資料：「おとがわプロジェクト」ホームページから作成） 



地元の園芸・造園会社が指定管理者と

なり、豊かな自然と竹林、楽しい菜園、

心なごむ憩いのパークとして運営。 

 

園内に分区園（貸し菜園）を設置。

有料施設として希望者に 貸し出してい

ます。 

 

散策マップをつくり園内の花や竹林、これ

らを利用した各種のイベントを実施してい

ます。 

  ○主なイベント 

   ・タケノコ掘り 

   ・梅の収穫祭 

   ・七夕イベント 

   ・ニンジン収穫体験 

   ・ホウレンソウの収穫体験 

   ・収穫物の無料配布 

 

園内収穫物（園内の果樹や筍、落ち

葉など）については、市がその所有権を

放棄することで、指定管理者が自主事

業に活用することを可としています。 

  

 民間の活力を利用した公園活用～分区園（貸農園）を設置・運営する南本宿第三公園 

（神奈川県横浜市） 

◆竹林を活用したイベント 

◆散策マップ 

◆梅の収穫祭 

５ （資料：「南本宿第三公園」ホームページ、「官民連携による都市公園魅力向上ガイドライン」から作成） 



本事業は平成29年度の市民協働事業提案制度にて仙

台市建設局公園課が設定したテーマ「まちの魅力を高める

公園の利活用」に対し、都市デザインワークス（NPO法

人）の提案する「西公園パークマネジメント社会実験事

業」が採択となり事業がスタートしました。 

樹や筍、落ち葉など）については、市 がその所有権を放棄

することで、指定管理者が自主事業に活用することを可とし

ています。 

平成29年に実施した一ヶ月の社会実験「西公園４ＷＥ

ＥＫＳ」では、西公園らしさを活かした楽しみ方を見出す複

数の団体、公園の個性・魅力を活かす市民＝「公園を楽し

む人」の視点を大事にし、より広く市民と一緒に公園づくりを

していくため、公園を楽しむプログラムを実施する「パークキャ

スト」を公募しました。その結果、総勢28組の市民がパーク

キャストとして西公園の新たな力を引き出しました。 

 「西公園４ＷＥＥＫＳ」 

  ではパークキャストの活動 

  拠点となるパークハウスを 

  設置し、そこにパークマネ 

  ージャーが常駐して、公園 

  に関する相談受付や安全 

  な状態を維持する見回り、イス・テーブル・ハンモックやレクリ 

  エーションアイテムの貸出などの役割を担いました。 

  夕日に照らされるヨガ、一緒に朝ごはんを食べる会、アウトド 

  アシネマなど、一日平均2～3の多種多様なプログラムを 

  パークキャストが実施しました。 

  

 公園を利用する市民と行政が一緒に行う公園の整備・管理・運用を目指して 

                        ～西公園パークマネジメント社会実験事業 （宮城県仙台市） 

仙台市の西公園（面積10.8ha,総

合公園）は、明治8年に開園した仙台

で最も歴史ある公園であり、花見の名

所等として市民の皆さまに親しまれてい

る公園です。 

春にはお花見、秋にはイベントに訪れる

人々で賑わいます。公園を利用する市

民と行政が一緒に行う公園の整備・管

理・運用を目指して、西公園をモデルに

様々な人が協働で社会実験に取り組

みました。 

６ （資料：仙台市協働ナビゲーションサイト「できるよ！仙台」、仙台市ホームページから作成） 


